「抽斗に ない 言葉」 



1 干 田國士 



つて、 たまたま、 その 型 を 破らう とした 舞台 革命家の 

試みが、 ある 程度まで 達成し 得た 例 を、 私 は ジャック- 

コ ポオに 於いての み 見た ので あるが、 日本の 古典 劇に 

於いて、 その 希望 はや や 困難な やうで ある。 

ただ、 ここで 問題に しなければ ならぬ の は、 何れの 

畑に 属する 俳優に もせよ、 ひとたび 現代劇 を 演ずる 場 

合に、 ある 種の マンネリズムに 陥った 「せりふ」 廻し 

を 固執し、 舞台の 生命 を 希薄に する ことが、 今日、 さ 

ほど 注意され てゐ ない ことで ある。 

この 「せりふ」 に 於け る マンネリズム は、 戯曲 その 

ものの なかに 於いても、 屢々 指摘し 得る ので あるが、 



柳 —— 「挑み やせん」 (昨今 横 浜 異聞) 

大矢 —— 「うむ、 さう か …… 」 (第 七 天国 第一 幕) 

なるほど、 何れも 「新派の 抽斗」 にある ものに は 相 

違ない が、 これほど 適切に 用 ゐられ るなら、 これ は、 

立派な 現代劇の 「せりふ」 である。 

序 だから 云 ふが、 水 谷 八重 子 は、 新劇と 新派 劇の 二 

た 道から、 巧みに 「せりふ」 のこつ を 会得し、 今や、 

その 領域に 於て、 当代 随一 の 「せりふ」 俳優た る 資格 

を備 へて 来た。 なほ 一歩 進んで、 純粋の 心理 劇 を こな 

し 得る ために は、 泰西の 名優に 学ぶ 機会が あったら こ 

れ 以上の こと はない と 思 ふ。 殊に、 教養 ある 相当 年配 



け を 真似て 安心して ゐ るの はや や 可笑しい。 

最後に、 憚りな く 云へば、 日本の 俳優が、 もう 少し 

「せりふ」 を 大切に し、 見物が、 もう 少し 「語られる 言 

葉の 美」 に 敏感で あれば、 今日の 現代劇 も、 多少 は 見 

られる ものになる だら う。 ( 一 九 三 一 • 一) 
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